
        プロ野球：鎌ケ谷「佑ちゃん」フィーバー  

税収増と経済効果期待 ／千葉 

 ◇「できるだけ長く鎌ケ谷に」本音と皮算用交錯 

 プロ野球日本ハムの斎藤佑樹投手が練習する２軍の本拠地「ファイターズスタ

ジアム」にファンが連日押し寄せる中、地元鎌ケ谷市が“佑ちゃんフィーバー”に伴

う税収アップや経済効果に期待を寄せている。斎藤投手の個人市民税（住民税）

に球団の法人市民税……。市は３年連続で税収減が見込まれ、職員数削減など

に取り組む。市税担当者は「斎藤投手にできるだけ長く鎌ケ谷に住民票を置いて

もらいたい」と本音をもらし、「とらぬタヌキの皮算用」に躍起だ。【橋本利昭】 

 市課税課によると、野球選手には必要経費が認められ、収入からグラブやバット

など必要経費を差し引いた所得に対し、国税の所得税（最高４０％）以外に地方税

の個人市町村民税（一律１０％）が課される。 

 斎藤投手の契約金は１億円プラス出来高払いの５０００万円で、年俸は１５００万

円。さらに“フィーバー”がこのまま続けば、球団からの収入以外に多額の所得も

見込まれ、斎藤投手が払う市民税が大きく増える可能性もある。 

 その半面、鎌ケ谷市の独身寮に２年間住むことができる斎藤投手が、結婚や１

軍昇格で寮を出て他市に住民票が移ってしまう恐れもある。今年の収入に課され

る個人市民税は、来年１月１日現在で住民票を置いている自治体の実入りとな

る。 



 一方、２軍に限らず日本ハムの試合の入場者数が増え、球団収益がアップする

期待も高まっている。この場合２軍の拠点は、民間企業の事業所と同じ扱いとなり、

配置した職員数の割合に応じ、市に法人市民税が入る仕組みになっている。 

 市は例年、日本ハム関連の法人市民税や固定資産税、選手の個人市民税など

で計５０００万～６０００万円の税収を得ている。 

 市は清水聖士市長となった０２年以降、職員数を約１００人減らしたのをはじめ、

管理職手当カットなどによる人件費削減、部署のスリム化など、財政再建に取り

組んでいる。 

 斎藤投手について、日本ハム１軍の地元北海道の民間シンクタンクが、道内で１

軍の試合に登板したと仮定して経済波及効果を試算したところ、１試合当たり５億

円余り。右腕とともに破格の“経済的な潜在力”も期待されている。市の担当者は

「人気がこのまま続き、本人に少なくとも来年１月まで鎌ケ谷に住民票を置いてい

ただき、市の財政再建に貢献してほしい」と話しているが、さて、思い通りにいくか

……。 

 ◇地元知名度アップ 商店街は新人ポスター掲示 

 斎藤佑樹投手は連日のようにテレビやスポーツ紙で一挙手一投足が報じられ、

これに併せて鎌ケ谷市も全国発信され、知名度が高まっている。 

 東武野田線鎌ケ谷駅の地元商店街では、斎藤投手を含む新入団選手６人のプ

ロフィル入りポスターを、約３０店舗がショーウインドーに掲示して、歓迎している。 



 商店街は新人合同自主トレが始まる前、マスコミが「佑ちゃんが来る」と報じても、

今ひとつ盛り上がりに欠けていた。エステ店を営む原田美樹子さん（５７）は、「こ

のままではさみしい。みんなで盛り上げようよ」と周囲に声を掛け、近所の知人の

鈴木健之さん（７４）のデザインでポスターを作った。 

 「お客さんは１００％おばちゃんばかり」という原田さんだが、甲子園時代の“ハン

カチ王子”にちなみ、女性客にハンカチをプレゼントしている。「みんなでハンカチ

姫になり、新人６人全員を応援したい。まちが元気になってほしいわ」と力を込め

た。 

 「えらいことになっている、と友人から電話を受けた」。鎌ケ谷スタジアムで１６日

に開かれた新人歓迎式典の様子を、船橋市丸山の会社員、多田昌弘さん（７２）

は振り返る。これまで７年間、ファームで練習に励む選手たちの様子や写真を自

分のブログ「鎌ケ谷おじさんルーム」につづってきた。友人の電話で慌ててスタジ

アムに駆けつけると、午前６時ごろなのに、門から球場外へ車や人の列が長々と

延びていた。車列は約２００メートルになり、人の列は１４０人ほど。 

 これまでマスコミに取り上げられる機会が少なかった日本ハムのファーム。多田

さんは「これを機会に全国のファンに知ってもらいたい」と話す。【荻野公一】 

 

 


